














結論 

催奇形性が強く疑われる一薬剤エトレチネートを例として薬剤の処方数,使用量,服用患者

数,高リスク下の患者数および個々の使用量等について病院既設の会計用コンピュータを

利用した検索例を示した。検索条件に合致する患者1名を得たが,未婚者であり,奇形児出

産のおそれは一応ないものの,今後とも避妊カウンセリング等を含め,追求監視の必要があ

ることが判明した。また,このような催奇形性を疑わせる薬剤についてのモニタリングシス

テムの有用性を既存の先天異常発生モニタリングとリンクしたコシステムとしての運営方

式は早急に検討すべき課題である所以を論じた。 


